
～地域・保護者の皆さまへ～

虐待は、こどもの心身の成長に大きな影響を与えます。
虐待からこどもを守るためには、周囲の皆さんの“気づき”がとても大切です。
酒田市では、地域や保護者のみなさま・学校・保育園・認定こども園が一緒になって、
こどもの虐待をなくすために取り組んでいきます。

児童虐待とは … ？

こどもの様子がおかしいと感じたら

相談や通告はこちらへ

「もしかして・・・」を通告するのは、すべての国民の義務です。（児童虐待防止法第25条）

相談・通告は、虐待の早期発見や適切な援助に繋がる大切な行為です。虐待の確証や証拠
は必要ありません。通告者の秘密は守られますが、匿名でもかまいません。

こどもの生命にかかわる激しい暴力、遺棄・置き去りなど、一刻を争う場合は、

迷わず 110 番通報 を！！

虐待からこどもを守ろう!!

酒田市こども家庭センター（こども未来課） 0234-24-0981 （直通）

庄内児童相談所 0235-22-0790 または １８９
酒田警察署 0234-23-0110

（いちはやく）
（児童相談所虐待対応ダイヤル）

こどものサイン 保護者のサイン

●服装、顔、髪の毛や手足に不衛生
な状態が見られる。

●原因がわからないケガをしている。
手当が十分でない。

●ムシ歯が多くみられる。表情が
乏しい。

●必要以上に食べる。

●こどもの泣き声や大人の怒鳴り声
が聞こえる。

●家に帰りたがらない。夜遅く外に
いる。

●しつけと称して厳しくあたる。
（暴力・暴言）

●こどもを家に置いたまま出かけている。

●こどもの前で家族に暴言・暴力。

●地域との交流が少なく孤立している。

●こどものケガについて不自然な説明を
する。

●登園や登校をさせない。

●こどもに無関心。子育てに無関心。

虐待の起こりやすい状況や、こど
もや保護者の様子から虐待に気づ
くこともありますが、これらの要
因が当てはまる家庭すべてに虐待
が起こるわけではありません。

生活環境

●保護者が虐待を受けて育って
きた。

●著しく不衛生な生活環境

●サポートのないひとり親家庭

●経済的困窮 など

こどもや保護者が出す小さなサインを見逃さないで

こ

こ



いらだちやストレスから虐待へと発展してしまう場合があります。子育てに困り
感があるときは、自分だけで抱え込まず、相談するなど助けを求めましょう。

相談（通告）を受けたら、次のように対応します

子育て中の不安やつらい気持ちを話そう

相談窓口

〒998-8540 酒田市本町二丁目２番４５号

酒田市こども家庭センター「ぎゅっと」
（酒田市こども未来課内）
◎こども家庭係 0234（24）0981（悩み、虐待）

0234（26）4199（妊娠・出産）
◎発達支援係 0234（26）6258（発達）
E-mail:mirai@city.sakata.lg.jp

相談（通告）者から情報を聞き取ります

こどもについて調査し、こどもの安全を確認します

■地域や関係機関が連携した見守り
■訪問指導、相談対応
■子育て支援サービスの調整など

■定期的な訪問指導
■一時保護（児童相談所）
■児童養護施設等へ入所

重症度・緊急度が低い 重症度・緊急度が高い

こどもが通う保育園・認定こども園、学校などは、こどもの虐待のサインを発見しやす
い場所です。 園や学校では、児童虐待の疑いのある場合は、児童相談所や市に通告す
る義務があります。こどもの安全を第一に対応しなければなりません。

◎ 親子のための相談LINE （LINE公式アカウント「親子のための相談LINE」を友だち追加）

◎ 児童相談所相談専用ダイヤル ☏ 0120-189-783

知ってますか？「しつけ」と「体罰」の違い

こどもの人格や才能などを伸ば
し、社会において自立した生活
を送れるようにすることなどの
目的から、こどもをサポートし
て社会性を育む行為です。

しつけとは

こどもの身体に何らかの苦痛を
引き起こし、または不快感を意
図的にもたらす行為（罰）です。

体罰とは

しつけは、こどもが自分で考え伝え、自立していけるように支えていく行為ですが、
体罰や暴言は、こどもの身体や心を傷つける行為です。こどもの「しつけ」のつもり
であっても体罰は法律で禁止されています。


